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椿蔀バンク

金融機関が
完全週休2日制へ

2月からの金融機関の完全週休2日制

実施に伴なし1、役場内の金融機関窓口（遠

賀信用金度、西日本銀行）も土曜日が休

業となります。

税金などの納付や支払金の受け取りな
どは、平日にされますようお願いいたし

ます。

ふす消し火触徳火に江てをするて だOL白たつ」用事、声か鯖orはわ ：：「「： �●●いも婦の操がす式 場目oみあ人訓法’oが新 なり会練、小各、蕃 ∵十㌧；十十滴 繕結締弼防 谷）吊轟輸出 

謹言大岡越前母語 �初 す）れ　こはま 〇、だ ：∴「∴ � 

よ一国生消三言入　　え消相ののぁ �臆 
つ八統　oが年葉　っ　　ま＿防で南でた �昨　年　の　出　初∴式 

（2）

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

遠
賀
町
で
は
、
大
人
の
仲
間
入
り
を

さ
れ
る
み
な
さ
ん
を
お
祝
い
し
、
記
念

式
典
を
行
い
ま
す
。
一
生
に
一
度
の
成

人
式
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
な

つ
か
し
い
先
生
や
友
だ
ち
に
も
会
え
ま

すよ。
●
日
　
時
　
1
月
1
5
日
（
日
）

受
付
　
1
0
時
～
日
時

式
典
　
n
時
～
Ⅱ
時
0
0
分

記
念
音
楽
会

Ⅱ
時
0
0
分
～
1
3
時
5
0
分

（
遠
賀
繁
盛
太
鼓
・
光
陵

高
校
吹
奏
楽
部
）

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

写
真
ス
タ
ジ
オ
を
開
設

総
真
ス

タ
ジ
オ
を
用
意
し
ま
す
。
成
人
式
の
記

念
に
あ
な
た
も
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
撮
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
希
望
の
方
は
当
日

会
場
で
、
料
金
を
添
え
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
立
ポ
ー
ズ
、
座
ポ
ー
ズ
の
二
枚
で
一

組

●
写
真
サ
イ
ズ
　
六
つ
切
（
約
柳
の
×

飾
肋
）
　
台
紙
付
き

●
料
金
一
万
円
（
フ
ィ
ル
ム
、
現
像

焼
付
な
ど
の
実
費
の
み
）

●
郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
別
途
郵

送
料
金
を
い
た
だ
き
ま
す
。

●
撮
影
を
ご
希
望
の
方
は
早
め
に
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

昭
和
6
4
年
度
の

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す

●
大
田
の
基
準

児
童
の
保
護
者
（
両
親
）
が
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家
庭
で
の
保
育

が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
入

国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

同
居
の
親
族
、
そ
の
他
の
人
で
も
保
育

可
能
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
入
国
で

き
ま
せ
ん
。

①
保
識
者
が
居
宅
外
で
勤
務
し
て
い
ろ

場
合

③
保
護
者
が
居
宅
内
で
児
童
を
離
れ
て

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

（
内
職
な
ど
）

③
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
間
が
な
い

場
合

④
保
護
者
が
病
気
や
け
が
を
し
て
い
る

場
合

③
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
障
害
者
が
い

ろ
た
め
に
、
保
護
者
が
看
護
に
あ
た

っ
て
い
る
場
合

⑥
火
災
、
風
水
害
、
震
災
、
そ
の
他
の

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

●
募
集
人
員

遠
賀
川
保
育
園
　
　
　
0
0
人

南
部
保
育
園
　
　
　
1
2
0
人

山
び
こ
保
育
画
　
　
　
期
人

●
申
込
受
付
　
1
月
4
日
（
水
）

～
1
月
3
1
日
（
火
）

●
申
込
方
法
　
入
所
申
請
書
（
役
場
福

祉
係
、
各
保
育
園
で
用
憲
）
に
必
要

革
項
を
記
入
の
う
え
、
入
園
希
望
の

保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
縦
軸
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
福
祉
係
㊨
（
2
9
3
）
1
2
3
4

ま
た
は
各
保
育
園
へ

遠
賀
川
保
育
園
（
2
9
3
）
0
1
8
4

南
部
保
育
園
（
2
9
3
）
2
2
5
6

山
び
こ
保
育
園
（
2
9
3
）
2
2
2
1
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ドライバーも歩行者も

「思いや帆と「ゆとり」

をもとう

（3）

国
立
北
九
州
工
業
高
等

専
門
学
校
学
生
募
集

●
募
集
人
員

・
機
械
工
学
科

（
網
羅
工
学

・
電
気
工
学
科

・
種
子
制
御
工
学
科

・
化
学
工
学
科

●
願
書
受
付
　
昭
和
蝕
年
2
月
1
日

～
2
月
1
0
日

●
提
出
先
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
学
生
課

教
務
課
へ
　
〒
㈱
北
九
州
市
小
倉
南

区
志
井
5
丁
目
釦
番
1
号

＄

（

9

6

2

）

5

8

3

1

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
申
込
先
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
立
小
倉
聾
学
校
へ

北
九
州
市
小
倉
北
区
三
郎
丸
2
丁
目

館

（

9

2

1

）

3

6

0

0

※
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
手

さ
ま
の
障
害
の
こ
と
や
、
教
育
に
関
す

る
こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
擬
に

相
談
く
だ
さ
い
。

●
応
蒐
資
格

中
学
卒
業
（
昭
和
蝕
年
3
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人

●
拭
　
験
2
月
1
9
日
（
日
）
学
力
検
査
お
よ

び
一
次
面
接

3
月
曲
目
（
火
）
二
次
面
接

小
倉
聾
学
校
生
徒
募
集

葺
学
校
は
、
聴
覚
に
障
害
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
に
、
正
し
い
言
葉
や
知
識
、

生
活
指
導
を
早
い
時
期
に
障
害
に
応
じ

て
行
い
、
小
学
校
、
中
学
校
、
さ
ら
に

は
社
会
人
と
し
て
十
分
に
適
応
で
き
る

基
礎
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を

め
ざ
し
た
学
校
で
す
。

●
募
集
人
員

・
幼
稚
蔀
　
3
～
5
歳
児
　
　
若
干
名

・
小
学
部
、
申
学
部
　
　
　
　
若
干
名

防
衛
庁
職
員
募
集

●
募
集
人
員

・
給
襲
（
調
理
士
）
　
　
　
1
人

・
車
両
整
備
　
　
　
　
　
　
2
人

・
給
汽
（
ボ
イ
ラ
ー
関
係
）
2
人

●
採
用
予
定
日
　
昭
和
蝕
年
4
月
1
日

●
応
募
資
格
　
1
8
歳
以
上
0
0
歳
以
下
の

男
子
（
鑓
年
4
月
1
日
現
在
）

●
勤
務
先
　
航
空
自
衛
隊
第
3
術
科
学

校
（
芦
屋
基
地
）

●
試
　
験
　
1
月
1
8
日
（
水
）

教
養
（
筆
記
）
試
験
、
口
述

試
験
、
身
体
検
査

●
応
募
先
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

航
空
自
衛
隊
第
3
術
科
学
佼
総
務
課

人
事
班
へ

芦
屋
町
大
字
芦
屋
1
4
5
5
－
1

館

（

2

2

3

）

0

9

8

1

※
案
内
書
、
申
込
書
は
、
遠
賀
町
役
場

総
務
課
窓
口
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

原
燥
被
爆
者
二
世
の

無
料
健
康
診
断

厚
生
省
で
は
、
原
爆
被
爆
者
二
世
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
し
た
無
料
健
康
診

断
を
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
実
施

機
関
窓
口
に
申
し
出
て
検
査
を
お
受
け

く
だ
さ
い
。

●
実
施
機
関

西
日
本
産
業
衛
生
会
北
九
州
検
診
診

療
所
　
禽
（
5
6
1
）
0
0
3
0

小
倉
北
区
大
門
1
－
6
－
成

（
小
倉
城
前
）

福
岡
結
核
予
防
セ
ン
タ
ー

衝

0

9

2

（

7

6

1

）

2

5

4

4

福
岡
市
中
央
区
大
名
2
－
4
－
7

飯
塚
病
院

衝

0

9

4

8

（

2

2

）

3

8

0

0

飯
塚
市
芳
雄
町
3
－
8
3

聖
マ
リ
ア
病
院

禽

0

9

4

2

（

3

5

）

3

3

2

2

久
留
米
市
浄
福
本
町
4
2
2

●
実
施
期
間
　
1
月
1
7
日
（
火
）

～
1
月
3
1
日
（
火
）

●
受
付
時
間
　
各
実
施
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
縦
軸
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
衛
生
部
健
康
増
進
課
へ

館

0

9

2

（

6

2

2

）

0

7

1

6

混
雑
す
る
道
路
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
イ
ラ
イ
ラ
イ
ラ
…
…
。

今
日
中
に
ど
こ
と
ど
こ
を
回
ら
な
け
れ
ば
一
年
が
終
わ
ら
な
い

ー
　
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
も
、
年
末
の
交
通
混
雑
の
激
し

さ
と
、
経
済
活
動
の
活
発
さ
が
ピ
ー
ク
を
む
か
え
る
か
ら
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
は
も
と
よ
り
、
歩
行
者
も
「
思
い
や
り
」
と
「
ゆ
と

り
」
を
も
っ
て
、
こ
の
時
期
は
交
通
安
全
に
特
に
注
意
す
る
よ

う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

（
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
）

ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
次
の
「
安
全
運
転
五

胡
」
を
も
う
一
度
思
い
起
こ
し
、
確
実
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

③
安
全
速
度
を
必
ず
守
る

⑧
カ
ー
ブ
の
手
前
で
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す

③
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を
確
か
め
る

④
一
時
停
止
で
横
断
歩
行
者
の
安
全
を
守
る

⑤
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

（
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ
）

年
末
は
何
か
と
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
て
、
「
ゆ
と
り
」
を
も
っ
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
た
と
え
急
い
で
い
る
と
き
で
も

横
断
歩
道
な
ど
安
全
に
横
断
で
き
る
場
所
を
選
ん
で
横
断
す

る
0
交
差
点
で
は
、
左
右
の
安
全
を
十
分
確
か
め
て
か
ら
渡
る

○
自
動
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
し
な
い
。

○
路
地
や
物
陰
な
ど
か
ら
の
急
な
飛
び
出
し
は
絶
対
や
め
る
。
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菊
の
お
じ
さ
ん
あ
り
が
と
う

島
門
小
学
校
の
児
童
が
手
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

十
一
月
二
十
三
日
の
動
労
感
謝
の

日
、
浅
木
に
お
住
ま
い
の
高
島
雪
茂

さ
ん
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
四
十
通
も

の
手
紙
が
届
き
、
高
島
さ
ん
は
ぴ
っ

く
．
り
○
実
は
こ
の
手
紙
、
島
門
小
学
校
の

児
童
た
ち
が
毎
年
、
勤
労
感
謝
の
日

に
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
た
ち
に
届
け
て
い
る
手
紙
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
な
の
で
す
。
毎
年
き
れ
い
な

花
を
咲
か
せ
る
菊
の
苗
を
く
だ
さ
る

高
島
さ
ん
へ
の
お
礼
の
手
紙
た
っ
た

の
で
す
。
菊
の
お
じ
さ
ん
高
島
さ
ん
と
子
ど

も
た
ち
と
の
菊
を
通
し
た
心
の
交
流

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

木
守
に
句
碑

先
ご
ろ
、
木
守
公
民
館
の
玄
関
横
に

句
碑
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
句
碑
は

近
く
に
住
む
片
山
武
司
さ
ん
が
建
立
し

た
も
の
で
、
遠
賀
川
の
風
景
を
歌
っ
た

句
「
河
口
湖
に
日
が
透
き
段
の
神
話
が

生
き
ろ
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

片
山
さ
ん
は
、
句
会
「
銀
河
系
」
の

主
宰
者
で
、
本
紙
で
以
前
連
載
し
て
い

た
「
遠
賀
町
文
学
散
歩
」
の
著
者
で
も

あ
り
ま
す
。

「
歴
史
の
あ
る
こ
の
地
で
、
こ
の
句

碑
が
文
化
活
動
の
拠
点
に
な
れ
ば
。
」

と
片
山
さ
ん
は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

十
二
月
十
一
日
、
遠
賀
町
商
工
会
館

で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
、
遠
賀
町
商
工
会

の
青
年
部
が
鯖
成
さ
れ
て
二
十
周
年
に

な
る
の
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す。
土
が
つ
い
た
ま
ま
の
新
鮮
な
野
菜
や

市
価
の
二
割
か
ら
半
額
と
い
う
掘
り
出

し
物
の
商
品
に
、
会
場
に
詰
め
か
け
た

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
評
判
も
上
々
で

した。こ
の
日
の
収
益
と
会
場
に
置
か
れ
た

募
金
箱
の
お
金
は
、
き
っ
そ
く
遠
賀
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
手
渡
さ
れ
、
共
同

募
金
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
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新町区で文化祭
駅伝競走大会 

優　勝　松ノ本　56分29秒　　4区　高橋英則（松ノ本） 
準優勝　東和苑　57分07秒　　5区　松尾正三（浅木） 
3　位　浅　木　57分09秒　　6区　中島真木子（中央） 

く区間賞〉　　　　　　　　　　7区　敷板由板子（浅木） 
1区　小城憲司（東和苑）　　8区　山口利一（松ノ本） 
2区　話方暫平（浅木）　　　9区　山下智弘（松ノ本） 

「∴一∴忍　∴∴霊：∴∴一　　　一　∴ 

閏離認瀦認諾謂・雫 一間∴‘∴∴∴∴‾∴－∴∴∴　∴「 　　　．ヽ 

「‾藩主∴t再∴．：∵∴ L＼＼ギ言誤※ 

i遠賀郡男女バiレーボール選手権大会 

12月11日、水巻町、芦屋町 

●女子Aパート　　　　　　　優　勝　遠賀青年女子 

●女子Bパート　　　　　　　準優勝　遠賀クラブ 

第2回遠賀町体育協会会長杯女子IルーポールIノーグ載（秋脚 

優　勝遠賀北クラブ4勝0赦　4　位　遠賀南ママクラブ 
準優勝遠賀青年女子3勝1敗　5　位　遠賀ホワイトクラブ 

あなたのチームの参加をお待ちしています。 

：発議志 ���〇g案 
＿÷； ：「　∴二一・し∴ 

三〇敵∴～ 　子、← � �∴∴ �／塵 � �頭！ � 
′キ「看護滋／：）う ∴： ∴∴：∴∴ 襲 � �1 ／：えー， ���千： ∴∴「∴「∴ 、墓憂糞婆 

＼ �欝澄蓬 ー‾－∴∴∴ 毒∴ ∴∴ 「圭一 ����：∴： ÷黍季題8度茎 葉藷要塞萎 

福岡市美術館前にて

リにへ策び’願主i－れの刻高士がの物、力○“否が屈し－な習＿て一念ポど遠や長　　遺 

蕪雑彊雄幸縞言諾意誹圭鵠特需鵬絹針謂富治 小学のろ（ま深ランせ列○（ま強め物o石化て五あ‘○プ地てた、めを　屠るは　て 
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十
一
月
三
日
文
化
の
日
、
新
町
公
民

館
で
「
新
町
区
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
新
町
区
の
み
な
さ
ん
の

力
作
が
所
せ
ま
し
と
並
べ
ら
れ
、
陶
芸

品
か
ら
編
物
や
子
ど
も
た
ち
の
習
字
ま

で
そ
の
数
は
二
百
八
十
点
余
り
。
お
と

ず
れ
た
人
た
ち
は
、
そ
の
見
事
な
で
き
…

ぱ
え
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
夕
方
か
ら
は
芸
能
大
会
が
開

か
れ
、
踊
り
や
プ
ロ
歌
手
の
歌
が
披
ろ

う
さ
れ
、
新
町
公
民
館
は
一
日
中
大
に

ぎ
わ
い
で
し
た
。

大
エ
ジ
プ
ト
展
観
覧
ツ
ア
ー
を
終
え
て

十
一
月
二
十
七
日
の
、
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業

「
大
エ
ジ
プ
ト
展
観
覧
ツ
ア
ー
」
に
は
、
二
百
七

十
人
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
ほ
ん
と

う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
物
の
歴
史

・
美
術
に
接
し
て
、
み
な
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
美
術
・
苦
楽
・
演
劇
な
ど
多
く

の
分
野
の
芸
術
・
文
化
に
援
す
る
こ
と
が
で
き
る

ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

に。

松
ノ
本
に
お
住
ま
い
の
松
尾
福
治
さ

ん
か
ら
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。



広報あんが

わが家でできる
温泉気分

申す湯i渇（三驚き竺
年中カセをひかない」といわれてい
ます。ゆずの実をそのまま2つに切
り、お風呂に入れます。ヒビ、アカ
ギレ、腰痛、神経病などに効きます。

申ようが引3ぷ霊諮
く切り袋に入れ、渇の中につるしま
す。細かくきざんだものを鍋で煮立
て、その汁を湯に混ぜて使うとより
効果があります。この効能は、ヒビ、
アカギレ、シモヤケ、キックリ腰、
凍傷によく効きます。

i大根の薬湯日課講書
したものを．10－15株くらいを鍋で

憲だし∴液汁だけをお風呂の湯に混
ぜるだけです。ビタミンを皇宮に含
んだダイコンだから、非篤くこ体が温
まり、冷え症によく効きます。

…　＝　③　…　＝　⑤
料　　梅　　内綱目時期料　　持　　内揚時期
参　　　　　　　　　　　　　詮

金　　品　　容所間　目　金　　品　　容新同　日

⑥　…　＝　③　…　＝　④
料括　　内対場時期持　　　内対楊時期
参　　　　　　　　　　蕾
金品　　容急所同　日　品　　　容急所問　日

発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場　編集　企画調整係　印刷　冷牟曲別合資会社（6）

入
浴
ア
・
う
・
h
佑
卜

一
日
の
疲
れ
を
取
り

気
分
転
換
の
効
用
も

時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
た
り
入
る
日
本

式
の
入
浴
は
、
日
本
人
の
自
慢
で
き
ろ

生
活
習
慣
の
一
つ
と
い
え
ろ
で
し
ょ

う
。
体
を
清
潔
に
保
つ
の
は
も
ち
ろ

ん
、
気
分
転
換
や
一
日
の
疲
れ
を
取
る

た
め
に
も
、
お
ふ
ろ
の
効
用
は
欠
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ふ
ろ
場
で
は
、
裸
に
な
っ
て

全
身
の
運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
四
十
肩
、
五
十
肩
の
治
療
に
は
、

入
浴
中
の
体
操
が
も
っ
と
も
効
果
的
な

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
仕
事
か
ら
帰
っ

て
ふ
ろ
に
入
る
元
気
も
な
い
な
ど
と
い

う
の
は
、
健
康
状
態
に
問
題
が
あ
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

体
の
状
態
に
よ
っ
て

ふ
ろ
の
温
度
調
節
を

ふ
ろ
の
温
度
の
調
節
も
大
切
で
す
。

身
体
的
な
疲
れ
を
取
る
た
め
に
は
、
少

し
熟
め
の
ふ
ろ
に
入
っ
て
、
短
い
時
間

で
切
り
上
げ
る
の
か
効
果
的
で
す
。
一

方
、
局
所
的
な
振
れ
や
知
的
な
作
業
で

の
残
れ
を
い
や
す
と
き
、
ま
た
、
少
々

気
分
が
悪
く
て
仕
事
の
能
率
が
上
が
ら

な
い
と
か
身
体
が
だ
る
い
と
い
っ
た
時

な
ど
は
、
少
し
ぬ
る
め
の
ふ
ろ
に
ゆ
っ

く
り
時
間
を
か
け
て
入
り
ま
す
。
ぬ
る

め
の
ふ
ろ
か
ら
出
た
と
き
は
、
湯
き
め

を
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
風
邪
の
特
効
薬
の
よ
う

に
い
わ
れ
て
い
る
「
玉
子
酒
」
と
は
、

決
し
て
お
酒
の
中
に
玉
子
を
落
と
し
て

作
る
も
の
の
こ
と
だ
け
を
言
っ
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

頭
が
痛
い
と
か
重
い
、
あ
る
い
は
熟

が
あ
る
、
身
体
が
だ
る
い
と
い
っ
た
症

状
が
あ
る
時
に
は
、
「
玉
子
」
、
つ
ま

り
栄
養
を
十
分
に
取
り
、
「
酒
」
、
つ

ま
り
睡
眠
を
十
分
に
取
り
な
さ
い
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
睡
眠
を
た
っ
ぷ
り
取
る
た

め
に
は
、
お
酒
を
上
手
に
飲
む
の
も
い

い
で
す
が
、
お
ふ
ろ
の
活
用
も
考
え
て

は
し
い
も
の
で
す
。

習
慣
に
し
た
い

毎
日
の
体
重
チ
ェ
ッ
ク

ふ
ろ
上
が
り
は
、
せ
っ
か
く
裸
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
体
重
を
測
る
習
慣
を
身

に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
体
重
を
毎

日
測
っ
て
お
く
こ
と
は
、
健
康
状
態
を

正
し
く
把
握
す
る
う
え
で
非
常
に
有
意

義
で
す
。
た
と
え
ば
、
体
重
の
変
化
に
合

わ
せ
て
食
事
や
運
動
な
ど
、
生
活
の
様

式
を
改
善
す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
簡
単
な
努
力
で
で
き

る
こ
と
を
し
な
い
で
、
医
者
や
高
価
な

器
具
な
ど
だ
け
に
頼
る
よ
う
な
健
康
管

理
の
あ
り
方
は
、
決
し
て
科
学
的
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
、
わ
ず

か
な
努
力
で
体
重
を
自
由
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
方
法
を
見
つ
け
出
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
健
康
管
理
に

対
す
る
自
信
も
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ

＿
フ
o

l
月
9
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
鳩
時
0
0
分

役
場
保
健
室

産
前
産
後
の
過
ご
し
方
、

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑
無
料
1
月
2
3
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑
無
料

l
月
1
0
日
（
火
）

9
時
3
0
分
～
m
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

セ
ッ
ト
配
布

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

1
月
幻
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
的
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

無
料


